
観光まちづくりの取組みについて
～行田版ＤＭＯを核とした持続可能な地域形成プロジェクト～

目 的

本プロジェクトは、現在の観光協会を民営化し、観光ＤＭＯを設立することにより、本市の稼ぐ観光の
実現を図り、地域の活性化につなげていくことを目的とする。

また、併せて既存コンテンツの充実強化及び新たな観光コンテンツの開発により、本市の観光の底上
げを図るとともに、情報発信・プロモーションを強化することで、インバウンドを含む観光客の増加を図っ
ていく。

概 要

国の地方創生推進交付金を活用し、令和元年度から令和３年度の3カ年の事業として計画的に実施
していく。総事業費の2分の1が国から交付される。

◎３年間の事業費内訳

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 合計

総事業費 72,288 106,790 79,920 258,998

（うち国費） (36,144) (53,395) (39,960) (129,499)

単位：千円
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情報発信・プロモー
ションの強化

行田版DMOを核とした持続可能な地域形成プロジェクト

各種コンテンツの開
発・強化

行田版ＤＭＯの
形成・確立

【観光協会】
・観光アプリの多言語化
・海外フリーペーパーへの掲載
・多言語パンフレットの作成
・ＲＷＣ、東京オリパラ誘客事業

【観光協会】
・おもてなし甲冑隊の強化
・特産品の振興
・体験型コンテンツの開発強化
・通年型イベントの開催

【足袋協】
・足袋の振興（足袋と足の形成の研究、新商品開発など）

【市】
・新たなグルメ・土産物開発（商工会議所連携事業）
・販売拠点の整備（商工センターパブリックホール改修）

【観光協会】
・組織体制の整備
・観光データ収集・分析
・旅行商品造成・販売

【市】
・活動拠点の整備
（ぶらっとぎょうだ改修）
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R 1 R 2 R 3

8,000 16,000 23,720 専門人材の登用、研修費等

2,000 2,000 2,000

6,000 2,000

市 107 1,983
商工センター１階（現ぶらっとぎょうだ）を事務所として改修

R1：設計、R2：工事

足袋協 13,000 14,000 14,000

22,000 22,000 22,000 市の委託事業から観光協会の事業への組換え

9,700 4,200 6,200
体験交流型コンテンツ開発強化費補助、通年型イベント

開催費補助、コスプレイヤー誘客、観光ガイド強化

4,000 4,000 4,000
起業家支援助成事業の拡充

新たなグルメ・土産物開発・強化（商工会議所補助事業）

1,481 27,607
商工センター２階パブリックホールの改修

R1：設計、R2：工事

情報発信・プロモー

ションの強化

観光

協会
12,000 9,000 6,000

各種情報発信・プロモーション（ラグビーワールドカッ

プ、東京オリパラ関連を含む）

合計 72,288 106,790 79,920 総事業費：258,998千円

項目 R 1 R 2 R 3

市 5,588 33,590 4,000

観光協会 53,700 59,200 61,920

足袋協 13,000 14,000 14,000

合計 72,288 106,790 79,920

実施主体別事業費内訳

内容

観光データ収集・調査費

「足袋のまち行田」活性化推進協議会事業

おもてなし甲冑隊強化事業費

各種コンテンツ開発・強化費

物産販売拠点整備費

各種プロモーション費用

商工振興補助事業

事業費内訳

事業名
事業費（千円）

備考
実施

主体

各種コンテンツ

の開発・強化

D M O 活動拠点整備費

D M O 形成費

行田版D M O の

形成・確立 旅行商品造成・販売費

観光

協会

観光

協会

市
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年度 R１ R２ R３

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

組織体制の
整備

データ収集

説明会等

ＤＭＯ設立スケジュール

ビジョンの
作成

DMO計画書
作成

専門人材募集・
登用

法人設立
準備

本格稼働

DMO候補法人登録 法人設立 DMO申請

既存データ
整理

新規データ
収集

指標整理、データ活用・修正 データ活用

職員研修
市民・事業
者等説明会

シンポ
ジウム

ワークショップ等


